
社　会　資　本　総　合　整　備　計　画

市街地に身近な快適で安全な空間づくり
(第14回変更)

平　成　２　９　年　１　２  月

長　崎　県　長　崎　市



1 市街地に身近な快適で安全な空間づくり ○

平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 長崎市

・中央東部地区（まちなか周辺）、中央北部地区（平和公園周辺）、東部地区（長崎市東部地区）の住みやすさに対する満足度を、72％（直近三カ年の平均値）から77％に増加させる。
・長崎市観光動向調査における、まち歩きの満足度を、33％から38％に増加させる。
・主要観光施設（グラバー園、出島、長崎歴史博物館、長崎県美術館、原爆資料館）の来場者数について、2,795,857人／年から2,793,000人／年に維持させる。
・中央東部地区（まちなか周辺）及び中央北部地区（平和公園周辺）の緑の豊かさに対する満足度を、64％から69％に増加させる。
・鍋冠山公園展望台の来場者数を196人/日から300人/日に増加させる。

（H24当初） （H27末） （H29末）
市民意識調査における、中央東部地区、中央北部地区及び東部地区の住みやすさに対する満足度を調査する。

72% 75% 77%

長崎市観光動向調査における、まち歩きの満足度を調査する。

主要観光施設の入場者数を調査する。

市民意識調査における、中央東部地区及び中央北部地区の緑の豊かさに対する満足度を調査する。

鍋冠山公園展望台リニューアル後の来場者数を調査する。

　 　

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29 策定状況

1-A-1 都市再生 一般 長崎市 直接 都市再生整備計画（まちなか地区） 長崎市 2,799 別添１

1-A-2 都市再生 一般 長崎市 直接 都市再生整備計画（平和公園地区） 長崎市 467 別添２

1-A-3 都市再生 一般 長崎市 直接 都市再生整備計画（長崎市東部地区） 長崎市 160 別添３

1-A-4 公園 一般 長崎市 直接 都市公園整備事業（金比羅公園） 長崎市 18

1-A-5 住宅 一般 長崎市 間接 長崎市 6

1-A-6 住宅 一般 長崎市 間接 長崎市 20

1-A-7 住宅 一般 長崎市 間接 市街地再開発事業（新大工町地区） 長崎市 285

1-A-8 公園 一般 長崎市 直接 都市公園整備計画（鍋冠山公園） 長崎市 250

合計 4,005

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

1-C-1 施設整備 一般 長崎市 直接 岩原都市下水路整備事業 長崎市 30

1-C-2 施設整備 一般 長崎市 直接 公共トイレ整備事業 長崎市 62

1-C-4 活動支援 一般 長崎市 間接 まちなみ整備事業 長崎市 43

1-C-5 活動支援 一般 長崎市 直/間 賑わいと活力あるまちづくり事業 長崎市 18

1-C-7 計画・調査 一般 長崎市 直接 まちなみ修景計画 長崎市 8

1-C-8 公園 一般 長崎市 直接 公園利用促進事業 長崎市 40

1-C-9 計画・調査 一般 長崎市 直接 事業活用調査（事業効果分析） 事業効果の調査委託 長崎市 4

1-C-10 施設整備 一般 長崎市 直接 平和公園地区活性事業 拠点施設リニューアル事業 長崎市 192

合計 397

番号 備考

1-C-1 都市再生整備計画(まちなか地区)の｢安全･安心･便利なまちなかを創る｣の取組みに併せて､良好な歩行･滞留環境を創出する河川護岸緑化や低水路化等の整備を行うことで､回遊性の向上を図る。

1-C-2 都市再生整備計画(まちなか地区)の｢安全･安心･便利なまちなかを創る｣の取組みに併せて､市民や観光客が安心して快適なまち歩きができように公共トイレの再整備を行うことで､回遊性の向上を図る。

1-C-4 都市再生整備計画(まちなか地区)の｢地域の魅力を向上させ､賑わいと交流が生まれるまちなかの創出｣の取組みに併せて､歴史的建造物の保存及び修景に係る助成を行い､良好な景観を形成することで魅力の顕在化を図る。

1-C-5 都市再生整備計画(まちなか地区)の｢地域の魅力を向上させ､賑わいと交流が生まれるまちなかの創出｣の取組みに併せて､市民等が協力して行う商業活性化事業を助成することで､地域の賑わいを創出させる。

1-C-7 都市再生整備計画(まちなか地区)の｢地域の魅力を向上させ､賑わいと交流が生まれるまちなかの創出｣の取組みに併せて､まちなみの景観に合った道路や建物等の修景デザイン計画を作成することで､魅力の顕在化を図る。

1-C-8 公園内の各施設の利用の案内板や利用促進につながる標識（園路の距離表示等）などの設置や各施設を紹介したホームページやパンフレットを作成することで、公園施設の整備とあわせて、公園の利用を促進する。

1-C-9 事業の効果を分析することで、成果指標や目標の達成状況等、本計画の検証を実施し、今後のまちづくり方策に活かすことで、各種事業の効果を促進する。

1-C-10 都市再生整備計画（平和公園地区）の取組みに併せて、拠点となる施設のリニューアルを行うことで、地区の魅力を高める。

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計 0

番号 備考

商業活性化事業及び助成

2,774,000人／年

397Ａ 0 ＣＢ

長崎市 展望台、駐車場、園路等

4,005

(うち提案事業費 77)

長崎市 河川護岸の整備

市町村名
事業実施期間（年度）

196人/日 - 300人/日

交付対象事業

事業者

33%

2,793,000人／年

64% 67% 69%

36% 38%

2,795,857人／年

（参考様式２）社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称

計画の期間 交付対象

長崎市は、斜面地が多く平坦地が少ないという地形的特性より、道路や河川、公園をはじめとした多くの公的施設が狭小で交通アクセスも悪く、日常的な暮らしにおいて、また、観光を振興の大きな柱としたまちづくりにおいても、問題点の１つ
となっている。また、近年、長崎市域において人口減少や高齢化が進んでおり、都市を持続させていく上で、それぞれの地域の核を中心とした生活環境の整備を図り、人口減少を抑制する必要がある。
そこで、それぞれの地域の核となる市街地及びその近郊において、道路、河川、公園など身近な空間の整備を行うことで、地域住民ならびに観光客が快適で利用しやすく親しみやすい魅力ある環境づくりを目指す。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

計画の目標

重点配分対象の該当

平成29年12月　日

番号 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

長崎市 公共トイレの整備

民間事業者 基本計画等作成等事業（新大工町地区） 基本計画等作成業務

民間事業者 基本計画等作成等事業（浜町地区） 基本計画等作成業務

番号

番号
（延長・面積等）

事業者

長崎市

長崎市

長崎市 歴史的建造物の保存及び修景に係る助成

長崎市

（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

民間事業者 住宅・商業施設・駐車場等（0.72ha）

要素となる事業名

長崎市 道路、公園等　270ha

長崎市 道路、案内板整備、河川修景等　86.47ha

長崎市 道路、公園等　943ha

長崎市 園路、駐車場、休養所等　30.0ha

（事業箇所）

長崎市 修景デザイン計画の策定

長崎市 案内板・標識・ホームページ・パンフレット作成等

全体事業費

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

市町村名
港湾・地区名

市町村名

10.8%

費用便益比市町村名
全体事業費
（百万円）

要素となる事業名 事業内容

事業者 要素となる事業名
事業内容

費用便益比

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

4,402 Ｄ 0



交付金の執行状況
（単位：百万円）

436.354      

他事業との調整の上で先行し
て水道事業を実施しており、
施工期間等の地元協議に日
数を要し、水道事業の完了が
遅れたことにより、年度内での
完成が見込めないため。
計画に関する諸条件　オ
（水道）
（H25年4月上旬～H26年1月
下旬）

H25 H29

-            

9% 0%

-             -                                    

20%

0

240,000

175.264

4%

37.426         -           

49.017         64.426        

26.853

0.000

H28

配分額
（a）

384.276       370.511      627.900        

H27H26

247.483                              240,000

0.000

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

375.276       371.928      627.900        

前年度からの繰越額
（d）

-             

支払済額
（e）

452.636

翌年度繰越額
（f）

175.26464.426         

うち未契約繰越額
（g）

-           

359.868       

不用額
（h = c+d-e-f）

-              

247.483                              

-                                   

198.466                              

49.017                                

49.017                                

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

交付額
（c=a+b）

計画別流用
増△減額
（b）

▲ 9.000 1.417



（参考様式３）市街地整備

計画の名称 1 市街地に身近な快適で安全な空間づくり

計画の期間 平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 長崎市交付対象

1-A-4

都市公園事業

1-A-2

都市再生整備計画

（平和公園地区）

1-A-1

都市再生整備計画

（まちなか地区）

1-A-3

都市再生整備計画

（長崎市東部地区）

1-C-（1～7,9）

効果促進事業

1-C-8

効果促進事業
1-C-10

効果促進事業

（平和公園地区活性事業）

1-Ａ-5

基本計画等作成等事業（新大工町地区）

1-Ａ-７

市街地再開発事業（新大工町地区）

1-Ａ-６

基本計画等作成等事業（浜町地区）

1-A-8

都市公園事業

（鍋冠山公園）


